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大阪第二運輸所の当直前の一般社員向け掲示板には、数年前から社員に対してインシ

デントに関わる事象を中心とする掲示が掲出されるようになりました。

これまでは、喫煙による不祥事や業務中・乗務中の私用携帯電話の使用など、マスコミ

に取り上げられた、いわゆる会社や社員の「不祥事」を中心としたマスコミ記事を抜粋し

た掲示でした。

ところが、１０月中頃に掲示された掲示の表題は「ＪＲ北海道のトラブルが多発

労組対立 情報阻害か」（１０/７付、サンケイ新聞）というマスコミ記事でした。

内容的には、簡潔に言って、私たちＪＲ総連系 の「ＪＲ北海道労組」への批判記事で

あり、単に社員個人としての「事故防止」「ヒューマンエラー」「不祥事撲滅」とは大き

く逸脱したものでしかありません。

この掲示に対し、分会から総務科植西助役に抗議したところ、「新聞記事をそのまま載

せたんや！」と開き直りながらも、何と翌日にはこの記事は外され、無かったかのよう

に違う掲示にすり代えられていました。

皆さんの職場ではこの様なマスコミ掲示は会社掲示板に貼られていませんか？！

会社は、一体何の目的で大阪第二運輸所の会社掲示板にの
み貼ったのか？
どうして、私たちの抗議ですぐさま掲示を外したのか？

私たちは、この問題をしかるべき場でハッキリとさ私たちは、この問題をしかるべき場でハッキリとさ私たちは、この問題をしかるべき場でハッキリとさ私たちは、この問題をしかるべき場でハッキリとさ

せていきます！せていきます！せていきます！せていきます！


